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(57)【要約】
【課題】柔軟性を途中で変化させてもその境界部分に硬
質部ができず、強度が低下することなく優れた特性を有
する内視鏡用コイルパイプを提供すること。
【解決手段】弾性線材からなる一本の素線を連続的にほ
ぼ一定の径で螺旋状に密着巻きして形成された内視鏡用
コイルパイプ１において、外力が加わっていない状態に
おいて圧縮方向に加わっている荷重である装備力量を部
分的に相違させ、それによって部分的に柔軟性を変化さ
せた。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】弾性線材からなる一本の素線を連続的にほ
ぼ一定の径で螺旋状に密着巻きして形成された内視鏡用
コイルパイプにおいて、
外力が加わっていない状態において圧縮方向に加わって
いる荷重である装備力量を部分的に相違させ、それによ
って部分的に柔軟性を変化させたことを特徴とする内視
鏡用コイルパイプ。
【請求項２】先端寄りの部分の装備力量が後端寄りの部
分の装備力量より小さい請求項１記載の内視鏡用コイル
パイプ。
【請求項３】上記先端寄りの部分のさらに先側の部分に
おいて、上記弾性線材が粗巻きに形成されている請求項
２記載の内視鏡用コイルパイプ。
【請求項４】先端寄りの部分の装備力量が後端寄りの部
分の装備力量より大きい請求項１記載の内視鏡用コイル
パイプ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、内視鏡用処置具や
内視鏡の挿入部等に用いられる内視鏡用コイルパイプに
関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡用コイルパイプは、各種内視鏡用
処置具のシースや、内視鏡の挿入部内に通される操作ワ
イヤのガイド等として広く用いられており、一般に、ス
テンレス鋼線等のような弾性線材をほぼ一定の径で螺旋
状に密着巻きして形成されている。
【０００３】そして、コイルパイプの柔軟性（腰の強
さ）を途中で変化させる必要がある場合には、素線径が
相違するコイルパイプを接続管等によって直列に繋ぎ合
わせるか、一本のコイルパイプの外周面を部分的に研削
して、そこを柔軟部にしていた。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかし、コイルパイプ
を接続管等によって直列に繋ぎ合わせると、繋ぎ合わせ
部を挟んで相当の長さの部分が硬くて曲がり難い硬質部
になってしまうため、柔軟性のうえで好ましい特性が得
られないだけでなく、その部分で破損し易くなる欠点が
ある。
【０００５】また、コイルパイプの外周面を研削する
と、研削を均一に行うのは極めて困難なため、柔軟性の
ムラの発生が避けられないだけでなく、研削により生じ
る加工歪み等のために破損し易くなってしまう欠点があ
る。
【０００６】そこで本発明は、柔軟性を途中で変化させ
てもその境界部分に硬質部ができず、強度が低下するこ
となく優れた特性を有する内視鏡用コイルパイプを提供
することを目的とする。
【０００７】
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【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡用コイルパイプは、弾性線材からな
る一本の素線を連続的にほぼ一定の径で螺旋状に密着巻
きして形成された内視鏡用コイルパイプにおいて、外力
が加わっていない状態において圧縮方向に加わっている
荷重である装備力量を部分的に相違させ、それによって
部分的に柔軟性を変化させたものである。
【０００８】なお、先端寄りの部分の装備力量を後端寄
りの部分の装備力量より小さくしてもよく、先端寄りの
部分のさらに先側の部分において、弾性線材を粗巻きに
形成してもよい。
【０００９】或いは、先端寄りの部分の装備力量を後端
寄りの部分の装備力量より大きくしてもよい。
【００１０】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図１は、本発明が適用された内視鏡用生検鉗
子の第１の実施例を示しており、図示されていない内視
鏡の処置具挿通チャンネルに挿脱される可撓性シース１
は、例えばステンレス鋼線のような弾性線材からなる一
本の素線を、図２に示されるように連続的にほぼ一定の
径で螺旋状に密着巻きしたコイルパイプによって形成さ
れている。なお、可撓性シース１の外径（直径）をＤ、
素線径（直径）をｄとする。
【００１１】可撓性シース１内には、軸線方向に進退自
在に操作ワイヤ２が挿通配置されており、可撓性シース
１の基端に連結された挿入部５において操作ワイヤ２を
進退操作することにより、可撓性シース１の先端に配置
された一対の鉗子カップ３が支軸４を中心に嘴状に開閉
駆動される。
【００１２】このように構成された内視鏡用生検鉗子の
可撓性シース１を形成する密着巻きのコイルパイプは、
外力が加わっていない状態において圧縮方向に加わって
いる荷重である装備力量（プレロード）が付与された状
態に製造されている。
【００１３】その結果、コイルパイプは軸線方向への引
っ張り力量が装備力量を越えるまでは伸びが開始されな
い特性を有していて、装備力量が大きいほど曲げに対す
る柔軟性が小さくて腰が強い。
【００１４】そのような密着巻きコイルパイプの装備力
量は、素線を螺旋状に巻く際の巻き付け方向によって可
変することができ、さらに、螺旋状に巻かれたコイルパ
イプを弾性限界以上の荷重で軸線方向に引っ張って可変
することができる。
【００１５】なお本発明において、可撓性シース１の装
備力量の測定は、図３に示されるように、可撓性シース
１の端部から１５ｍｍの範囲を伸びない状態に固め、そ
れに隣接して１５ｍｍの自由長部分を設け、テンション
ゲージ１０を介して可撓性シース１を軸線方向に引っ張
って、伸びが発生する時のテンションゲージ１０の表示
荷重を読んだ。
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【００１６】また、可撓性シース１の柔軟性の測定は、
図４に示されるように、図３と同様の可撓性シース１の
サンプルを、端部において軸線と垂直方向に引っ張り、
端部が１４ｍｍ移動したときのテンションゲージ１０の
表示荷重を読んだ。
【００１７】図１に戻って、この実施例において、可撓
性シース１の全長は１～２ｍ程度であり、その先端側の
例えば１０～２０ｃｍの範囲が製造時に付与される装備
力量の小さな軟質部１ａになっていて、それより基端寄
りの部分が装備力量の大きな硬質部１ｂになっている。
【００１８】具体的には、可撓性シース１の素線径（直
径）がｄ＝０．５ｍｍで、可撓性シース１の外径（直
径）がＤ＝１．９ｍｍの場合に、硬質部１ｂの装備力量
を６００～８００ｇにし、軟質部１ａの装備力量を３０
０～４００ｇにした時、柔軟性の荷重は、硬質部１ｂが
３５～４５ｇであり、軟質部１ａは２５～３０ｇであっ
た。
【００１９】また、同様にして、可撓性シース１の素線
径（直径）がｄ＝０．４５ｍｍで、可撓性シース１の外
径（直径）がＤ＝１．５ｍｍの場合に、硬質部１ｂの装
備力量のを４００～６００ｇにし、軟質部１ａの装備力
量を２００～３００ｇにした時、柔軟性の荷重は、硬質
部１ｂが２２～２８ｇであり、軟質部１ａは１８～２０
ｇであった。
【００２０】このようにして、可撓性シース１の先端近
傍部分をそれ以外の部分に比べて小さな装備力量で製造
して軟質部１ａにすることにより、内視鏡の挿入部先端
に形成された湾曲部内を通過し易くて使い易くなり、し
かも軟質部１ａと硬質部１ｂとの境界部分に全く継ぎ目
（硬質部）ができず、軟質部１ａ及び硬質部１ｂ共に研
削加工等を必要としないので、境界部分の強度が低下せ
ず優れた耐久性を有する。
【００２１】なお、本発明は上記実施例に限定されるも
のではなく、例えば図５に示される第２の実施例のよう
に、軟質部１ａのさらに先側部分に、軟質部１ａを形成
する弾性線材の素線を延長して粗巻きにした粗巻部１ｃ
を形成してもよい。このような粗巻部１ｃは、軟質部１*
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*ａよりさらに柔軟になる。
【００２２】また、組織採取の目標に対して可撓性シー
ス１を強く押し付けたときに可撓性シース１の先端部分
が腰折れしないことが要求されるような使用目的の場合
等には、図６に示されるように、第１の実施例と同様の
軟質部１ａのさらに先側部分に、装備力量を大きくした
硬質部１ｂを設けてもよい。
【００２３】また、本発明に用いられる弾性線材はステ
ンレス鋼線に限らず、他の金属製線材であってもよく、
本発明を、内視鏡用生検鉗子以外の内視鏡用処置具や、
内視鏡の挿入部内に挿通される操作ワイヤをガイドする
ためのガイドコイル等に適用してもよい。
【００２４】
【発明の効果】本発明の内視鏡用コイルパイプによれ
ば、外力が加わっていない状態において圧縮方向に加わ
っている荷重である装備力量を部分的に相違させ、それ
によって部分的に柔軟性を変化させたことにより、柔軟
性を途中で変化させてもその境界部分に硬質部ができな
いので使い易く、しかも強度が低下することなく優れた
耐久性を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡用生検鉗子の側
面図である。
【図２】内視鏡用コイルパイプの側面断面図である。
【図３】本発明の第１の実施例におけるコイルパイプの
装備力量の測定方法を示す略示図である。
【図４】本発明の第１の実施例におけるコイルパイプの
柔軟性の測定方法を示す略示図である。
【図５】本発明の第２の実施例の内視鏡用生検鉗子の側
面図である。
【図６】本発明の第３の実施例の内視鏡用生検鉗子の側
面図である。
【符号の説明】
１  可撓性シース（コイルパイプ）
１ａ  軟質部
１ｂ  硬質部
１ｃ  粗巻部

【図２】 【図３】
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